






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































局名(署数） 札幌(8) 函館(4) 根室(4) 計(16）
心得
(のち署長
に昇格）
小樽
宗谷
浦河
室蘭
(4)
函館
寿都
(2) (－） (6)
心得
(のちBll人が
署長となる）
幌
毛
知
内
札
増
空
岩
１４１
槍山
松前
(2)
室
路
走
耶
根
釧
網
紗
１４１ (10）
署長発令
地価問題と北海道の税務行政組織(２）（西野）６１
(114）「衆議院委員会議録」14-45～62頁。「貴族院議事録」14及15。
なお，政府が自由党土佐派と堤携した結果，いわゆる隈板内閣から山縣内閣
にかわったのち，第13回議会が開かれたことを踏まえて理解する必要がある。
(115）「明治財政史」第６編728頁。
(116）「衆議院議事録」14-120～122頁。「貴族院議事録」14-62～69頁，９２～108
頁。
(117）「衆議院議事録」14-101～102頁の大岡育造の委員会報告。
(118）「衆議院議事録」14-107～113頁。
(１１９）「衆議院議事録」14-114～117頁。
(120）「貴族院議事録」14-96～102頁。
(121）「貴族院議事録」14-104～106頁。
(122）「明治財政史」第６巻720～724頁。
(123）「明治財政史」第６巻702～720頁。
(124）「明治財政史」第６巻582頁。
(125）「明治財政史」第６巻582～584頁。
(126）「北海道毎日新聞」明治31年12月16日付３面，「地価修正派の警戒」
(127）たとえば，「北海道毎日新聞」明治39年９月５日付１面「北海道１０年計画と
予算｣，同紙明治31年４月８日付２面「北海道開拓の前途を論じて当局者に望
む及講拠斉策｣。
なお，角田村の水路工事が完成したのもこの頃であり，その行きさつも同紙
に詳しく報道されている。（明治32年11月25日以降)。
(128）「北海道毎日新聞」明治32年１月22日付，「改正所得税法と漁業家」
(129）「北海道毎日新聞」明治31年10月５日付。
(130）「北海道毎日新聞」明治31年５月17日付～５月21日付。
(131）「北海道毎日新聞」明治31年12月13日付及12月29日付。「公文雑纂」明治３２
年巻34,雑乙４。
(132）「貴族院議事録」17-531～533頁。
(133）「公文雑纂」明治30年巻34,閣丙９号。
(134）「北海道毎日新聞」明治31年11月25日付～26日付。これには，３１年11月11日
憲政党本部代議士総会における入山祐治郎の大演説が全文紹介されている。そ
れだけ，住民側の意識が高かったことになる。
(135）「北海道毎日新聞」明治32年１月８日付，第２面。
(136）「明治大正財政史」第６巻621～622頁。
(137）たとえば，榎本守恵「北海道の歴史」278～282頁。
(138）「新北海道史年表」332頁。これ以後「北海道毎日新聞」（後身の「北海タイ
ムス」を含む｡）の多くの記事が，これによって埋められることになる。
